
    

様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９    

    

科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費助成事業（科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金）研究成果報告書）研究成果報告書）研究成果報告書）研究成果報告書    

平成２５年 ５月２９日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：後期ヴィクトリア朝イギリスにおけるマスキュリニティの特質を理解

するために、ウォルター・ペイター、オスカー・ワイルド、ジョン・アディントン・シモンズ

らの文学作品と批評作品について、まず綿密な読解を行い、続いて、それらのテクストに表象

されている「友愛」との力学的関係を検証した。これにより、マスキュリニティと友愛との間

のダイナミックな関係の諸相を把握することができた。 

 

 
研究成果の概要（英文）：This project successfully carried out the understanding of dynamic 

relationships between masculinity and friendship in the texts of Walter Pater, Oscar Wilde, 

John Addington Symonds and other late Victorian critics.  
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成２１年度 5,200,000 1,560,000 6,760,000 

平成２２年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

平成２３年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

平成２４年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

総 計 13,700,000 4,110,000 17,810,000 

 
 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 

キーワード：マスキュリニティ、友愛、世紀末文学、ヴィクトリアニズム、セクシュアリティ、 

      ジェンダー 

 
１．研究開始当初の背景： 

     後期ヴィクトリア朝イギリスにおける

「男性性」の研究を、個人的なセクシュ   

アリティの問題からだけでなく、より大

きな文化的・社会的文脈から行う必要性

を感じた。 

 

２．研究の目的： 

  後期ヴィクトリア朝イギリスにおける

「男性性」に関わる諸問題を、セクシュ

アリティに限定して検討するのでなく、

新しい概念として設定した「友愛」との

ダイナミックな関係を考察することを通し

て検証していくことを目的とした。 

   

３．研究の方法： 

  後期ヴィクトリア朝イギリスを代表する文

学者たちの基本的な作品を読み直し、さら

に重要であるにもかかわらず未検討だと考

えられる文献を渉猟し、より広範な視野か

ら本テーマを考察した。  

 

４．研究成果： 

  （１）イギリス後期ヴィクトリア朝文学・
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研究課題名（和文） 後期ヴィクトリア朝イギリスにおけるマスキュリニティと友愛の政治学 

                     

研究課題名（英文）Politics of Masculinity and Friendship in the Late Victorian England 
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玉井 アキラ（TAMAI AKIRA） 
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文化を代表するペイター、ワイルド、

Ｊ．Ａ．シモンズらの文学テクストを

「男性性」と「友愛」とのダイナミッ

クな関係という視点から読み直すこ

とができ、これにより、これらの作家

の重要な作品に新しい意味付けを行

うことができた。 

（２）海外からの研究者、たとえばロン

ドン大学のショーン・ブレイディ教授

を日本に招へいし、国際的フォーラム

を開催することに成功した。これによ

り、科研課題についてグローバルな学

術的環境のなかで研究を行うことが

でき、より一層広範な視野からの研究

が可能となった。 
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